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小
雨
降
る
中
、
病
院
前
に
二

十
数
人
の
人
が
た
た
ず
ん
で
い

た
。
手
に
は
小
さ
な
プ
ラ
カ
ー

ド
。
写
真
や
花
束
を
持
つ
者
も

い
る
。
入
院
中
の
ア
ウ
ン
サ
ン

。
ス
ー

・
チ
ー
さ
ん
を
気
遣
う

人
び
と
だ
。
当
然
、
私
服
の
秘

密
警
察
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
彼

ら
に
と
っ
て
は
、
命
が
け
の
行

動
だ
。「ド

ク
ッ
、
ド
ク
ッ
、
ド
ク

ツ
」シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
な
が

ら
、
心
臓
の
鼓
動
で
胸
が
張
り

裂
け
そ
う
に
な
る
。
外
国
の
報

道
関
係
者
は
誰
も
い
な
い
。
彼

ら
の
姿
を
撮

っ
て
い
る
の
は

〈
「
、世
界
で
自
分

一
人
。
そ
う
思

う
と
、
緊
張
で
胃
が
引
き
つ
る
。

民
主
主
義
を
求
め
る
抵
抗
運
動

は
確
か
に
生
き
残
っ
て
い
る
。

一
月
の
半
ば
、
や
れ
や
れ
と

い
う
気
分
で
帰
国
。
二
〇
〇
二

年
の
暮
れ
か
ら
約

一
年
間
、
東

サ
ー
チ
ー

南
ア
ジ
ア
の
西
端
に
位
置
す
る

「ビ
ル
マ
」
に
滞
在
し
た
。
今

の
日
本
で
は
、
「ミ
ャ
ン
マ
ー
」

と
い
う
名
の
方
が
通
り
が
い
い

か
も
し
れ
な
い
。

軍
事
政
権
の
ビ
ル
マ
。
だ
が
、

北
朝
鮮
や
イ
ラ
ク
報
道
に
押
さ

れ
て
、
こ
の
国
の
実
状
が
報
道

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
日
本
の

新
聞
社
の
特
派
員
は
、
ビ
ル
マ

に
常
駐
し
て
い
な
い
。
記
事
の

多
く
は
隣
国
タ
イ
か
ら
発
信
さ

れ
る
。

こ
の
国
へ
通
い
始
め
て
十
二

年
。
最
も
長
い
取
材
で
、　
一
度

に
約
ニ
カ
月
半
く
ら
い
滞
在
し

た
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
こ
の
数

年
、
短
期
間
の
取
材
に
行
き
詰

ま
り
を
感
じ
て
き
た
。
何
が
伝

え
ら
れ
て
、
何
が
忘
れ
ら
れ
て

い
る
の
か
。
過
去
の
取
材
を
点

検
。
こ
れ
ま
で
伝
え
ら
れ
て
こ
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な
か
っ
た
普
通
の
人
び
と
の
姿

を
写
真
に
記
録
し
よ
う
。
そ
う

思
い
立
っ
た
。

軍
部
と
摩
擦
を
起
こ
し
て
拘

束
さ
れ
、
も
し
か
し
た
ら
帰
国

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
も

…
。
ま
あ
、
そ
れ
は
そ
れ
で
仕

方
な
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
に
ま

で
自
分
を
追
い
込
ん
だ
。

取
材
制
限
の
厳
し
い
ビ
ル
マ

で
は
、
普
通
の
人
の
本
音
を
聞

い
た
り
、
自
然
な
写
真
を
撮
る

の
は
難
し
い
。
と
り
あ
え
ず
、

滞
在
当
初
の
三
カ
月
間
は
、
ビ

ル
マ
語
の
習
得
に
励
ん
だ
。

「食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
」

＝

「サ
ー

（た
べ
る
）
＋
チ
ー

（見
る
）
十
バ
ー
（～
で
す
と

。

日
常
会
話
の
レ
ベ
ル
で
は
、
日

本
語
と
ビ
ル
マ
語
は
似
通
っ
て

い
る
。

言
葉
が
あ
る
程
度
自
由
に
な

る
と
、
確
か
に
取
材
は
楽
に
な

っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
精

神
的
に
き
つ
く
な
っ
た
。
周
り

が
す
べ
て
、
秘
密
警
察
に
見
え

始
め
た
か
ら
だ
。

□
　
　
　
□

う
だ

・
ゆ
う
ぞ
う
　
１
９
６

ぶ
。
ア
ジ
ア
、
中
米
な
ど
で
、

軍
事
政
権
下
の
人
々
や
難
民
、

貧
困
に
焦
点
を
当
て
て
取
材
を

続
け
て
い
る
。
２
０
０
２
年
、

黒
田
清
記
念
Ｊ
Ｃ
Ｊ
新
人
賞
を

受
賞
。
神
戸
市
在
住
。
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